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＜学校教育目標＞ 

さわやかに、かしこく、たくましく未来を拓く見初っ子の育成 

宇部市立見初小学校 

令和５年４月２４日 希望の鐘 児童数   
９６人  

(４/24現在) 

みんなの合言葉に！「チャレンジ目標」 

若葉の季節です。清々しい気持ちで毎日を過ごしている子どもたちです。これから、気持ち

よく学校生活を送るために決めた、今年度のチャレンジ目標は次の通りです。 

ぜひ、家庭や地域でも励ましていただけると嬉しく思います。 

【令和５年度チャレンジ目標】 

〇いつでも 自分から おじぎとあいさつをしよう。 

 進んであいさつをすることは大切なことです。また、言葉だけではなくお辞儀によって礼を

表し、気持ちを伝えることができます。ニッコリ笑顔で頭を下げる子どもたちの姿もほほえま

しいです。 

〇身支度（ぼうし・名札）を整えて、時間いっぱいだまってそうじをしよう。 

 身支度も、掃除の基本です。「さあ掃除をするぞ！」という、心構えにもつながりますね。

美しく、落ち着いた環境は、子どもたちの心を豊かにします。みんなでだまって掃除をして、

気持ちの良い環境を、自ら作っていきたいものです。 

〇たくさんの人に心をこめてふわふわ言葉を使おう。 

 昨年度は、「ふわふわ言葉を増やそう」でしたが、今年度は一歩進んで「たくさんの人に」

「心をこめて」使おうというのが目標です。心をこめた言葉は、きっと相手に届きます。一緒

に「ふわふわな心」が育ちます。ふわふわ言葉が飛び交うのが楽しみです。 

  

 ３月   令和５年度「めざす児童像」について 
 

【さわやかな子】 自分と相手の良さを大切にし、共感できる 
         豊かな感性をもち、素直に表現する 
【かしこい子】  問いをもち、主体的に学び続ける 
         対話を楽しみ、学び合う 
【たくましい子】 進んで体力作りに励み、健康意識をもつ 
         粘り強く課題解決に取り組む 

 
 

 

見初小ＨＰ 

（お知らせ） 

 宇部市教育委員会より、「5月8日の新型コロナウイルス

感染症の感染症法上の位置付け変更後は、基本的対処方針や

ガイドラインが廃止され、法律に基づき行政が様々な要請・

関与をしていく仕組みから、個人の選択を尊重し、自主的な

取組を基盤とした感染対策の仕組みへと転換される見込みで

ある」旨の、事前の情報提供がありました。 

今後、学校では、引き続き、手洗いや換気等の有効な感染

対策を行いつつ、上記の趣旨を踏まえて、これまでの取組を

参考にしながら、教育活動を進めていきたいと考えておりま

す。なお、感染状況によっては、感染対策を強化することも

あり得ることをご理解ください。そのため、場面によっては

マスクの着用を促すこともあります。ご理解ご協力の程、よ

ろしくお願いいたします。（これまでとの対応の変更等があ

りましたら、おって、お知らせいたします。） 

   
見初小マスコットキャラクター「み

ぞにゃんこ」の帽子やしっぽについて
いるユズリハの葉。春に新しい葉が出
ると、古い葉が一斉に落ちることから
「新生」や「世代交代」を象徴してい
ます。 
 校庭のユズリハも一斉に葉を落とし
若葉が出始めました。見初小学校は、
常に新たな気持ちで前進します。 
 

 

 

 

 

 

 


